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１．開会                              １８：３０    



 西尾主幹の司会により開会する 

 

２．審議会会長挨拶・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小柴 満      

 

 

３．議事 

・協議事項を先に議題にしていきたい旨、議長より提案了承。 

 

（２）［協議事項］平成２５年度帯広市新総合体育館建設基本調査報告書（案）について 

   事務局から資料に基づき説明する。・・・・・・・・・敦賀企画調整監 

  資料２～３ 

 

＜質疑＞ 

村田委員：この後、さらに意見交換を行っていくことで、複雑になっていかないか。 

いつから工事に入り、いつ完成予定なのか。東京オリンピックに間に合えばいいが。 

事務局（敦賀）：第六期帯広市総合計画が、平成３１年であるので、それまでに完成できれ

ばと進めている。そこから逆算し、工期を考えたりしている。車いすのパラリンピッ

クを目指している方も１２月の意見交換に見えられ、意見をいただいた。 

酒井委員：現在地に啓北公園を足した場所については、リスクを含め、賢明な選択でない

かと思う。良いところを全部盛り込むといいが、現実には資金のこともあると思うの

で、うまく進めてほしい。 

林委員：中体連の大きな大会が当市にくるが、駐車場が整備できれば、ここが一番良いと

思う。旧体育館を使いながら、新体育館を造っていくような方法はとれるのか。 

  明治オーバル建設中にリンクが使えないことで、選手数が落ち込んだりしたので、で

きればそうしてほしい。 

事務局（敦賀）：啓北公園が使用できるとなれば、現体育館を使用しながらの建設も可能か

と考えておりますが、他の競技団体の皆様からの意見もありますので、配慮してまい

りたい。 

武士沢委員：啓北公園は、国の財産ということだが、取得の見通しはどうか。 

  考えがあっての選択かと思うが。 

事務局（敦賀）：以前訪問して下協議したときは、現在公園は無償で貸しているが、施設建

設となれば、買い取りもありえるようなお話があった。 

以上 



（１）［報告事項］平成２５年度スポーツ振興室主要事業について 

   事務局から資料に基づき、第２回審議会以降の関係分について報告をする。 

・・西尾主幹 

資料１ 

 

＜質疑＞ 

    特になし 

 

（３）その他 

  ・事務局より今後のスケジュールということで、本年度は今回で終わり、改選期では

ないので、このままの陣容で新年度を迎え、第１回目は５月下旬から６月上旬にな

る旨を説明。・・・西尾主幹 

  ・各委員より 

林委員：体育施設の管理が当市は、一般財団法人帯広市文化スポーツ振興財団となってい

る。他の町村の民間が請け負っている場合は、なかなか融通が利かず、会館時間もガチ

ガチであるところもあるが、当市の指定管理の見通しはどうなっているか。 

事務局（西尾）：現在の指定管理は、総合体育館と帯広の森施設区が平成２４年度から平成

２８年度までの５年間の契約協定となっており、期限前年に公募ということになる。な

お、十勝川札内川河川敷施設は、(株)成井であり、期間は同じく平成２４年度からの５年

間である。 

事務局（敦賀）：公募ということであるが、期限前年提案ということで競争になり、入れ替

わりもあり得るということである。Ｈ１８年度から指定管理者制度をとっているが、利

用者サービスを向上させるのが一つの目的であるので、これまでのノウハウなど、定住

自立圏の教育部会などでお話しさせてもらってもよいかもしれない。 

林委員：新総合体育館は、どういう形態で運営が想定されるのか。 

事務局（敦賀）：指定管理者制度の継続もあり得ますし、ＰＦＩとなった場合は、その提案

社になることも考えられる。 

佐藤委員：統合プールの団体利用がしずらい。利用者を増加させるような取組も今の管理

に見られない。 

事務局（敦賀）：統合プールは、学校の授業の利用が一番に考えられている施設であり、一

般利用がメインのスインピアとは性質が違う。開放利用も一般個人開放のみの想定しか

していないので、状況を見ながら、団体利用が出来るような、条例改正、利用調整が図



れるような体制も必要になってくるかなと考えます。 

増田委員：清柳スポーツクラブでは、一般開放時間以外でも少年団活動のようなことをや

っていきたいが、時間が、４時から６時ぐらいということになるが、開放時間でないの

で利用できない。今後の検討にしてほしい。 

 

４．閉 会                           １９：４５ 


